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教職員の会 総会開催
徳島県教職員の会の総会が，８月１７日，ふれあい健康館で開催されました。総会で

は，岡田代表世話人の挨拶，来賓の山本徳島労連議長の連帯の挨拶がありました。

提出された議案は，活発な討論の後，全会一致で可決されました。

総会参加者の発言（抜粋）

○病休・産休代替の臨時教員確保が難しくなって

いる。正規教員を増やして配置することが必要

だ。

〇生活指導研究会に，知人の紹介などで若い教員

の参加が増えてきている。実践や多忙化等の問

題について，子どもを中心にすえての意見交換

が，明日への希望・力になっている。

〇若い教員の悩みや要求などを聞き，若い人の心に響く会の活動が期待されている。

〇長期休暇中の勤務時間を少なくし，学期中の勤務時間を増やす変形労働時間制に向けた

動きがみられるが，教員増こそが多忙化問題の解決になる。

〇中学校で，テストの順番や宿題で子どもを追い立てるなか，思考軽視がみられる。

〇ブロック内の仲間の悩みや要求などを聞く場をつくり，少しでも元気に働くことができ

るように声掛けを大切にしている。

〇臨教の待遇改善のため，他県と比較して遅れている事実を教委に提示することが大切。

〇約 20 年ぶりの会費値上げは，大量退職や消費税増・物価高等などから考えて，会の活

動を維持・発展させるうえで，やむを得ないと思う（別紙「お願い」ご参照ください）。

〇子どものポスターでの自衛官募集など，軍国主義化の動きに反対していくことが必要だ。

★総会の返信ハガキ「近況・ご意見」欄に，たくさんの方が記入してくださってい

ました。みなさんのメッセージに，出席者一同，勇気づけられました。ありがとうご

ざいました。共に頑張っていきましょう 。

みなさま，残暑厳しい中，くれぐれもご自愛のうえ，ご活躍ください。
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徳
島子どもと教育

～2019 夏のひまわり学校 in 美馬「山人の里」～

今年も「ハッピーな学校にチャレンジ！」のスローガンのもと，２日間のひまわり学

校を開催しました。幼児から中学生まで，子どもたちは３７人，保護者や教師等大人は３

３人，計７０人の参加でした。

7/27 班のおへや 弁
とうそう中 水風船大会

バーベ キッズキャンプ

(土) 作りと開校式 当 キュー ファイヤー

7/28 科学実験 / どんぶり 感想文 ※太字は子どもが活動

（日） 工 作 作り大会 閉校式 内容を決めた。

❶ 子ども達が考え，話し合い，計画を立てて，願いを実現

するということ ～「子ども会議」が軸となって～
月に一度の「子ども会議」。お昼を挟むので，カレーや丼

を作って食べる。近くに大きな神社があるので，昼休みは

缶蹴りやラケット野球などをして，たっぷりと遊ぶ。会議

は午前午後 1 回ずつ，それぞれ約 1 時間。前半はみんなで
決めた「やりたいこと」の中から，３人ずつぐらいに別れ

て担当した企画の原案作りをした。後半はその原案をグル

ープごとに発表してもらい，全体で話し合って決めていっ

た。この話し合いのスタイルは，誰もが質疑応答ができて

意見も出しやすい。

「とうそう中」…昨年の「とうそう中」発案者は６年生。

サングラスをかけたハンター対逃走者の勝負であり，逃走

者にはボールを 20 個見つけるミッションがあるなど，高学
年らしい計画であった。が，今年は違った。原案作りは４

年生２人と１年生。ハンターは黄色いハチマキ，助けオニ

と少し似ているが，手作りのお助けカード 50枚（内はずれ 20
枚）を自分たちで隠し，すべての進行を校内放送を使って担当の子達が進めてやりきった。

「水風せん大会」…大きな風船で水風船リレー，虫網玉入れ，水風船合戦，自由遊び，

あちこちに飛び散った割れた風船集め競争とプログラムは決まった。はじめの言葉，終わ

りの言葉，メダル賞状作り係も決まった。進行は教師の方で進め，1000 個以上の水風船
は担当のお母さん達が手際よく用意したが，各係の役目を子ども達がしっかりと行い，暑

さも心地よさに変える水風船を投げて，当たって割れて楽しむことができた。
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「子ども会議」



❷ 反対，そして修正案を出す子ども達

～新しく生み出されたキッズキャンプファイヤー～
大人たちは一昨年行った感動のキャンプファイヤ

ーを提案したが，子ども達は全面的に反対をした。

「『燃えろよ燃えろ』の歌も，変な踊り（例えば『キ

ャンプだホイ』）も嫌だった」と言う。否定するだ

けかと思えば，「自分達が担当して，自分達でもっ

と面白いキャンプファイヤーを考える！」と言うの

だ。正直，信じられなかった。

しかし，担当した２人は，「点火の時は『火の女

神』と『妖精』が現れ，火の話はその２人の語りで行う。衣装も自分達で用意する。その

時の歌は『パプリカ』。第３部の分火の時は『君をのせて』を歌う。レクも変な踊りはや

めて３つのゲームをする。」との修正案を出してきたのである。当日までに，担当の教師

と３人だけで２回ほど集まり，打ち合わせをした。不安や緊張，けんか等々を乗り越えて，

２人は見事やり遂げたのである。

上から与えられたものをうのみにせず，批判的に考えてみる。その上で，納得いかない

のなら反対する。さらによりよいものを自分達自身で考えて修正案を出すという素晴らし

い力を２人に見せてもらった。これぞ「未来の主権者」に必要な力だと思う。

❸ 子ども時代をうばわないで！

～子ども達を「主人公」から「主権者」へ～
子ども時代はたっぷりと遊ぶゆとりと仲間と広場が欲し

い。仲間と話し合い，楽しいアイデアをいっぱい出し合って

願いを実現する体験を豊かにしたい。対立やぶつかりも大切

な学びである。この生活の「主人公」こそがやがて「主権者」

へと進んでいくと考える。だからこそ，この子ども時代を奪

わないで欲しい。

学力テストが全国第何位とか，「学力向上」のための家庭

学習の充実とかで，狭い学習や宿題がいっぱいでストレスを

体中にため込んでいる子ども達を見る。家庭に帰っては塾と習い事でゆとりはなく，イラ

イラが倍増している子達もいる。そういう子ども達の話を聞くと，「この子達の子ども時

代を奪わないで！慌てずゆっくりと成長させてあげて！」と叫びたくなる。

最後に，ある保護者の感想を紹介したい。「ひまわり学校の中では子ども達が尊重され

て当たり前だけど，一歩外に出ると，なかなかそのような世界はありそうで無いのではな

いでしょうか。子ども達に，『私達はここで，十分に尊重され大切にされた。』『私達がや

りたいことを実現したい。』という思いをたっぷりと味わわせてあげたいと思います。そ

の経験は，これから新しい時代をつくる子ども達にとって，必要な事だと思います。」

－この思いをみんなで共有し，これからも前進してより豊かなひまわり学校をつくって

いきたいと思っている。 （ 投稿・小池 清 ）

おやつタイム

今年も,採用審査会場でビラ配布を行いました
７月 22 日，徳島県教員採用１次審査が，城南高校，城東高校で行われました。毎年恒

例となっている教職員の会のビラ配布を両会場で行いました。今年は，出願者が 1300 人
を割り，減少傾向が続いています。県教委は，民間の景気回復を理由としていますが，教

育現場の長時間労働などのブラック化も，受審者減少の一因と考えられます。

今年は，開始時間が早くなり，７時 30 分頃から会場には受審者が来始めていました。
その後１時間あまりで両会場で 600 枚あまりのビラを配布しました。昨年から，カラー化
し，親しみやすいイラストの表紙を見せると，多くの受審者が受け取ってくれました。

ビラがつなぐ受審者と教職員の会
今年のビラでは，情報公開請求で

入手した昨年度の採用審査の結果

(平均点，最高点，最低点，合格最

低点)を掲載しました。ある受審者

は，「ずっと受けてきたけれど，こ

の資料を見るのは初めてです」と話

していました。また，昨年面接で，

就職差別につながる質問や性的マイ

ノリティの人たちに対する配慮に欠

ける質問があったことを知らせ，今

年そのような問題があれば教職員の

会へ知らせてもらえるように，アン

ケート用紙も添えました。

昨年は，ビラを受け取った受審者

が，筆記審査に出題ミスがあったこ

とを教職員の会に連絡してくれまし

た。県教委に確認したところ，後日

県教委のホームページで謝罪と対応

措置が公開されました。

長年ビラ配布を続けることで，受

審者とも信頼関係ができてきたのか

と思います。

今後も，臨時教員とともに，待遇

改善と採用制度の民主化に取り組ん

でいきたいと思います。
【今年のビラの表紙】


